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再 生 ― 希 望 の サ ク ラ 咲 く ―

Cherry blossoms of hope bloom.

　旧摺沢小は、2013年に大東地域の曽
慶小と渋民小と統合。以降、空き校舎
になっていました。同年から遊休資産
の同校舎を活用する団体などを公募。
室根町矢越に救急救命学科を設置して

いる阿弥陀寺教育学園（宇野弘之理事
長）が14年1月に名乗りを挙げました。
　今年3月、厚生労働省から理学療法
士養成施設の指定を受け、県南初の理
学療法学科を開校しました。県南で唯
一の理学療法士の養成施設の開設に、
県内外の病院などから期待が寄せられ

ています。

　理学療法士は、病院、老人保健施設な

どで主にリハビリを担う職種。国家資格
が必要です。同校は、3年の課程で資格
取得に向けた座学や実習を行います。
　定員は40人。今年度の入学生は、男
性10人と女性11人の計21人。市内を中
心に、県内出身者が占めています。
　校舎の長さは約120㍍、教室数は20あ

まり。同校は、そのほとんどを活用してい

ます。総務部顧問の佐藤正人さんは「学生
たちが資格を取得し、地元に就職してく

れれば」と願い「地域からの雇用も積極的
に行いたい」と抱負を話してくれました。

生まれ変わった旧摺沢小学校

理学療法士を養成する「国際医療福祉専門学校一関校」に

地 域 福 祉 と 雇 用 に 貢 献 す る 特 養 施 設 に

「 特 別 養 護 老 人 ホ ー ム ひ よ り 」

心寄り添うサービスでアットホームな介護施設に

「 グ ル ー プ ホ ー ムな か が わ 」
保 育 園 児 の 声 が 元 気 届 け る 特 養 施 設 に

「 特 別 養 護 老 人 ホ ー ムひ な た 苑 」

愛 さ れ た 木 造 校 舎 は 地 域 活 動 の 拠 点 に

京 津 畑 交 流 館「 山 が っ こ 」

佐藤正人さ
ん

さとう・まさと

同校 総 務 部

顧問

建物の規模は、実習設
備などを設置するため
に最適。閉校した学校
が、また学校として活用
されることは、地域のみ
なさんからも歓迎され
ています。学校は地域
の協力と理解がないと
活動していけないのは、
昔も今も変わりません。
地域のみなさんの後押
しが心強いです。

　旧奥玉中は、2000年3月に
閉校。1951年に建築された校
舎を取り壊し、更地になって
いました。12年5月、入所待機
者の解消と校舎跡地を利用
して地域へ貢献する目的で、
同地に特別養護老人ホーム
を建設しました。
　施設の特徴は、地域との親
密な交流。特に隣接する奥玉
保育園との交流が盛んです。
窓を低く設置し、入所者が保
育園の園庭がみれるように
配慮。園児が気軽に施設を出
入りできるように、スロープ
を設置しています。また、給食
で使う米は地元産、味噌は地
元の農業法人から調達。地産
地消にも一役買っています。

　世帯数50戸、高齢化率は
40㌫を超える京津畑地区。し
かし、地域を挙げて取り組む
「食の文化祭」には千人以上
が来場するなど、盛んな地域
づくりが行われています。
　活動の拠点になっている
「山がっこ」は、06年3月に閉
校した旧京津畑小校舎を改
築し、11年7月に開所。宿泊交
流施設に生まれ変わりまし
た。また、地元食材で昔お菓
子や惣

そうざい

菜を製造し、道の駅な
どで販売している「やまあい
工房」も入居。さらに、自治会
の集会施設も入り、教育施設
だった校舎は3つの顔を持つ
地域のシンボルに生まれ変
わりました。

　旧天狗田小は、1964年に建
てられた鉄筋ブロック造の2

階建て。06年4月に同校を含
む5校が統合し、空き校舎に
なっていました。高齢化率の
高い大東地域で待機者の解
消と校舎の利活用を進める
ため、12年4月に「特別養護老
人ホームひより」を開設。新
たなスタートを切りました。
　校舎は、取り壊して新たな
建物を建築。特別養護老人
ホーム29床、ショートスティ
10床、デイサービスセンター
定員20人の規模で運営して
います。職員は50人で、ほと
んどが市内在住。高齢化社会
に対応した事業と雇用が生
まれています。

　06年3月に閉校した中川小
校舎を利活用し、10年3月に
開所した「グループホームな
かがわ」。認知症がある高齢者
が共同生活を送っています。
　施設には、スプリンクラー
や自動火災通報装置などを
設置し、安全性を確保しま
した。また「家族の雰囲気を
大切にしたい」と、こたつを
設置。家庭のような居住空
間を演出しています。同施設
の目標は「利用者にあわせ、
寄り添う介護」。体調が優れ
ない利用者には、添い寝をし
たり、手を握ったりして心と
体を近づけます。開所から5

年、利用者の心に寄り添った
サービスを続けています。

旧京津畑小は、昭和12年
に建築されました。私と同
い年で、愛着のある建物で
す。昨年は、國學院大が地
域史の研究で来訪。「つな
がり」を大切に、集落を活
気づけていきたい。

同工房組合長

懸田等さん
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施設長

理事長

金孝彦さん

佐藤義雄さん

利用者と職員の多くは、地
元出身者。施設は古里のあ
たたかさがあります。自宅
が職場に近い職員がいる
ため、非常時の機動力も確
保。行事へ参加するなど地
域との関わりを深めたい。

サービスは、外部機関の調
査で高い評価を受けてい
ます。研修を重ねた「人財」
がそろっています。地域に
貢献できる活動も積極的
に行って、地域の役に立つ
施設を目指します。

菅原泰一さん

施設長

地域行事への参加、保育
園児や小学生との交流な
ど、奥玉地区のみなさんと
のつながりを大切にしてい
ます。陽が当たり、心が通
うあたたかい施設を、これ
からも目指していきます。

1_2つの教室を改修してつなげ

た「治療室」では、学生が実習
しています／ 2_長さが約120

㍍ある校舎／ 3_1期生が理学
療法士を目指し、勉学に励んで

いる 1

2
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通
い
慣
れ
た
通
学
路
、
友
達
と

遊
ん
だ
校
庭
、
必
死
に
ボ
ー
ル
を

追
い
汗
を
流
し
た
体
育
館
、
い
つ
も

笑
い
声
の
絶
え
な
か
っ
た
教
室
―
。

学
校
に
は
、
そ
こ
で
過
ご
し
た
す
べ

て
の
人
の
思
い
出
が
詰
ま
っ
て
い

ま
す
。

　

一
関
市
が
誕
生
し
て
、
今
年
で
10

年
。
地
域
や
卒
業
生
に
惜
し
ま
れ

な
が
ら
、
16
の
小
学
校
と
５
つ
の
中

学
校
が
閉
校
し
ま
し
た
。
近
年
、
急

速
に
進
む
少
子
化
に
よ
り
、
複
式
学

級
が
増
加
。
教
育
環
境
の
改
善
な

ど
、
学
校
規
模
の
適
正
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は
大
き
な

課
題
で
す
。

　

そ
の
一
方
で
、
閉
校
し
た
校
舎
を

ど
の
よ
う
に
活
用
し
て
い
く
か
も
ま

た
大
き
な
課
題
で
す
。
市
は
、
廃
校

舎
利
活
用
の
ア
イ
デ
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を
公
募
。
か

つ
て
、
学
び
や
と
し
て
親
し
ま
れ
た
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舎
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再
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を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

各
地
域
で
は
、
廃
校
舎
を
老
人

ホ
ー
ム
や
地
域
づ
く
り
の
拠
点
施

設
に
再
生
。
学
び
や
の
役
割
を
終
え

た
校
舎
に
、
新
た
な
命
を
吹
き
込

み
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
、
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
拠
点
と
し
て
の
役

割
を
担
い
ま
す
。
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校
が
統
合
し
た
大
東
町
興
田
地
区
。

そ
の
う
ち
、
旧
天
狗
田
小
に
は
、
一

関
秀
和
会
（
岩
渕
道み

ち

良よ
し

理
事
長
）
が

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
を
建
設
。
旧

中
川
小
で
は
校
舎
を
改
装
し
、
い
わ

い
地
域
支
援
セ
ン
タ
ー
（
佐
藤
義
雄

理
事
長
）
が
高
齢
者
が
共
同
生
活
す

る
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
を
運
営
し
て
い

ま
す
。
旧
京
津
畑
小
は
、
地
元
の
住

民
の
地
域
づ
く
り
の
拠
点
に
。
今
で

は
、
地
域
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
定
着

し
ま
し
た
。
ま
た
、
千
厩
町
旧
奥
玉

中
の
跡
地
に
、
千
厩
寿
慶
会
（
宍
戸

久ひ
さ

夫お

理
事
長
）
が
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
を
建
設
し
ま
し
た
。

　

そ
の
ほ
か
、
旧
大
原
小
の
跡
地
に

は
、
東
日
本
大
震
災
に
よ
っ
て
被
災

し
た
陸
前
高
田
市
の
老
舗
し
ょ
う

ゆ
店
が
工
場
を
建
設
。
千
厩
町
千

厩
中
と
室
根
町
折
壁
小
の
跡
地
に

は
、
気
仙
沼
市
の
仮
設
住
宅
が
建
て

ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
土
地
を
活
用
す

る
だ
け
で
な
く
、
震
災
か
ら
の
復
興

を
後
押
し
し
て
い
ま
す
。

　

成
功
の
背
景
に
は
、
地
域
の
強

い
思
い
が
あ
り
ま
し
た
。
古
里
へ
の

愛
と
校
舎
へ
の
思
い
が
道
し
る
べ
に

な
り
、
廃
校
舎
の
新
た
な
道
を
開

き
ま
す
。
閉
校
は
一
つ
の
節
目
。
決

し
て
「
終
わ
り
」
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

学
校
と
い
う
役
割
を
終
え
た
学
び

や
は
サ
ク
ラ
の
つ
ぼ
み
。
新
た
な
可

能
性
と
希
望
を
秘
め
て
い
ま
す
。

　

新
た
な
役
割
を
与
え
ら
れ
た
校

舎
は
、
地
域
の
期
待
を
背
負
っ
て
満

開
の
サ
ク
ラ
を
咲
か
せ
ま
し
た
。
閉

校
は
、
地
域
再
生
の
鍵
。
今
年
、
閉

校
し
た
地
域
に
も
新
た
な
サ
ク
ラ

が
芽
吹
い
て
い
ま
す
。


